
令和与年9月吉日

R与年度宮城県臨床実習指導者講習会

実行委員長 浮田 徳樹

2023年度 宮城県第2回 厚生労働省指定 臨床実習指導者講習会のご案内

関係各位

時下、すますご清栄のこととお慶び申し上げます。この度、宮城県作業療法士会では、昨年度に引き続き臨床実習指

導者講習会をw e bで開催いたします。

多くの方に受講いただき、後輩育成にご尽力賜りますようお願い申し上げます。

●目 時:令和与年12月2日(土) 9:20へ19:00 (受付開始9:00̃)

3日(日) 9:00̃16:30

●定 員:50名

●参加条件(重要)

①作業療法士免許取得後4年(現場与年目)以上の作業療法士である

②全日程の参加が確実に可能である

③マイク及びカメラ機能(外付け可)付の個人のPCを1台所持している(PCでの参加を原則とします)

※OS最低条件;Mac (MacosX lO,1以上)

;Windows (WindowslO, Windows8又は8.1以上)

④マイク及びカメラ機能付のスマートフォン又はタブレットを1台所有している(上記PCトラブル発生時の緊急用)

⑤インターネット接続が可能な環境(有線[推奨]又はW主Fi等のデータ容量無制限の環境)

⑥個人のメールアドレスを所持している(携帯電話のメールアドレス朋哉場のアドレスは不可)

⑦事前講習会(参加者のZOOM, gOOg看e drive,動画閲覧状況の確認)がありますので,その聴講は,当日参加

する場所からの参加が可能であること

⑧講義演習時間内の離席は原則的に不可となりますことをご承知おきください

●受講料:宮城県作業療法士会員: 4,000円

他部道府県士会員および非会員こ8,000円

※受講料については、宮城県作業療法士会より別途振込の案内があります

※資料代として別途1,000円が日本作業療法士協会より連絡されます

※キャンセルされた場合、原則受講料および資料代については返金できかねますのでご了承ください

●申込方法: Web (GoogIeフォーム)で受付を致します

●申込締切:令和与年10月13日(金)之3時59分遣

右の二次元バーコードまたは,下記UR」からお申込みください。

URL : https://forms,gie/7bzdL5rLVVJZ与Z2B8

●個人情報保護

参加申し込みの際にこ登録頂いた個人情報は、臨床実習指導者講習会に関する運用以外に使用いたしません。



2023年度厚生労働省指定臨床実習指導者講習会プログラム(宮城県第之回)

<1日日:令和5年1之月2目>

09:00̃ 受付 教育部/運営担当
雪 

09:20̃09:30 開会オリエンテーション(講習会の進め方)/講習会開催にあたって 運営担当/県士会長l 

09:30̃10:00(30分) 

講義1理学療法士、作業療法士蕾成施設における臨床実習制度論 

音 大黒一司氏 (東北文化学園大学)音 

意義・目的・内容・仕組み 

10:00̃11:00(60分) 演習1-般目標と行動目標 

11:00̃11:10(10分) 休憩 

11:10̃12:10(60分) 

講義之-1臨床実習指導方法論① 

音 l l 道又顕氏 (広南病院)音 音 音 

学生の特徴と対応 対象者の捉えかた 臨床実習指導のあり方 

12:10̃13:10(60分) 

講義2-之 臨床実習指導方法論② 

見学・模倣・実施プロセスと指導ポイントコーチングティーチング 

13:10へ13:15(0与分) 休憩 

13:1与へ14:4与(90分) 

演習2 基本的態度・臨床技能・臨床の思考過程の見学・模倣・実施 

の実践 

14:4与̃14:与0(0与分) 休憩 音 音 

14:与0へ1与:20(30分) 

講義3 臨床実習における管理・運営 櫻井直人 氏 

臨床実習の基本構造、ハラスメント、リスク管理、個人情報の保護 (仙台リハビリテーション専 

門学校) 1与:20̃16:20(60分) 演習3 ハラスメント防止 

16:20̃16:30(10分) 休憩 

16:30̃17:30(60分) 

講義4 臨床実習における学生評価 

斎藤佑樹氏 (仙台青葉学院短期大学) 

教育評価の意義 学生評価とは評価の側面と役割(OSCEの活用) 

17:30へ19:00(90分) 

演習4 臨床実習における学生評価の実際 

重点ポイントの整理および実習遂行が困難な学生への対処法 

<2日昌:令和5年12月3日>

09:00̃09:30(30分) 

講義与 職業倫理および連携論 
音 

多職種連携・チームワーク論、卒後教育との関連 
相澤祐一氏

音 (仙台保健福祉専門学校) 

09:30-10:30(60分) 演習5 多識種連携 

10:30̃10:40(10分) 休憩 
音 

10:40̃11:40(60分) 

講義6 臨床実習指導方法論③ 

l 梅津雄志氏冒 (東北福祉大学) 

音 

生活行為向上マネジメント(MTDLP) 

11:40̃13:10(90分) 演習6-1M丁DLPによるマネジメント過程の実践 

13:10̃13:20(10分) 休憩 

13:20̃14:与0(90分) 

演習6-2 事例報告書の作成 半沢 正道 氏 

事例報告書の作成指導・報告の仕方 臨床思考過程の理解と指導 音 (金上病院)

l 

14:与0̃1与:00(10分) 休憩 
国 

1与:00へ16:30(90分) 

演習7 作業療法参加型臨床実習の理解 淀川裕美氏 l 

作業療法参加型実習のあり方 臨床実習プログラムの立案 (東北保健医療専門学校)! 

16:30へ16:40(10分) 閉会・事務連絡 

*演習之と演習6-1は昼食を取りながら実施致します。

●問合せ先:宮城県作業療法士会教育部Ema旧otmiyagikyouiku@gma出com


